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〔手工芸品―その日本美―〕
1960年ベネチア国際映画祭記録映画部門ゴールデンマーキュリー賞
1962年モンザ産業と手工芸映画祭グランプリ（イタリア）
第 4 回日本紹介映画コンクール最高賞・通産大臣賞
第 5 回観光映画コンクール奨励賞

1 年の 3分の 1を雪を見て暮らす東北地方。積雪のある静かな町の
通りには、毎朝、魚や野菜や日用品の市が立つ。その中に素朴な郷
土玩具もある。厳しい自然にもめげず逞しく生活している人々は、
素朴で愛情のこもった様々な郷土玩具を生み出してきた。〈こけし〉
もそのひとつ。まるい顔と、手も足もない、頭と胴だけの人形。こ
けしのシンプルな造型には、雪に閉じ込められた人々の心が感じら
れる。
　こけしを作っている家を訪ねてみる。町工場ではなく民家の手仕
事である。手慣れた木工でみる間に作られ、最後は筆で彩色される。
こけしの顔は豊かな表情をたたえている。手工芸品には、風土の中
で凝縮された素朴な力がある。
　日本の屋根といわれる中部山岳地方の飛騨では、古くからユニー
クな漆器が生産されている。その〈春慶（しゅんけい）塗り〉は、
檜や椹（さわら）の木の目の美しさを見せる独特な漆器だが、この
素材の美しさを生かす感覚も日本の工芸品のひとつの特色である。
　日本の手工芸品には和紙も欠かせない。木についで、これほど様々
なものに使われているものもない。和紙は洋紙に比べて柔らかくて
丈夫である。その和紙の代表的な産地のひとつで、日本文化の発祥
地といわれる神話の国、出雲地方を訪ねてみる。
　和紙を作るにはまず水がよくなければならない。そして楮（こう
ぞ）や三椏（みつまた）や雁皮（がんぴ）の、よい繊維で作られた
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紙料を漉（す）く。特に水のきれいな冬、木枠の中で水に泳がせた
柔軟な繊維の動きを見て一枚一枚生地にデザインしながら漉き、そ
れを剥がして板に貼り、日に干す風景には風情がある。
　竹製品も、日本の民衆には欠かせない生活の用具であった。竹に
も様々な種類があり、またその地方地方に独特の竹製品がある。南
の九州地方は特に竹林が多く、竹工芸も盛んだ。竹は堅くて強靭で
弾力性に富んでいる。この特質を生かしながら、日本人はその器用
な手で実に数々の生活用具を生み出してきた。この最も庶民的な民
芸を、繊細な美術工芸にまで高めた竹工芸作家も訪ねてみた。 1本
の竹から優雅な無数のデザインを生み出す竹工芸を見ていると、日
本の手工芸品に共通する日本人の手の器用さを感じる。
　日本の手工芸品の美しさは、形の単純さ、素材の味わいを生かす
独特な感覚にあるといえるだろう。
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